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日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種

健

康

作
付
状
況
の
現
地
確
認

農

業

福

祉

保
険
料
の
免
除
制
度

現
況
届
提
出
の
お
願
い

『
ふ
ら
っ
と
』へ
の
お
誘
い

年

金

父
子
家
庭
に
も

児
童
扶
養
手
当
を
支
給

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

高
知
保
険
医
協
会
よ
りの

ご
案
内

０８８－８３２－５２６６０８８－８３２－５２６６０８８－８３２－５２６６

同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ

を
朝
９
時
〜
翌
朝
９
時

ま
で
流
し
て
い
ま
す

※
祝
日
は
前
日
と
同
じ

テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す

７月の番組表

月
火
水
木
金

土・日

虫歯がないのに歯がしみる

大人の熱中症

夏場の水分補給について

婦人科と肩こり

夏に多い耳の病気

家庭常備薬

　
　
　

■
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

高
知
保
険
医
協
会

-
-

2424
時間時間
24
時間

人権啓発番組

香南ケーブルテレビ３chで放映!!

内藤剛志の人権トークライブ内藤剛志の人権トークライブ内藤剛志の人権トークライブ

■放映日

　7月５日（月）12日（月）16日（金）20日（火）

■放映時間　※１日２回

　12時～12時30分／20時～20時30分

■問い合わせ　市役所人権課 ３３３３３３hch

 　 皆さま方の善意は、災害救助活動・献血

  事業・赤十字ボランティア活動や国際活動

  などに役立てられています。

　　　　　　　■問い合わせ　市福祉事務所

募金額　4,504,980円 （５月31日現在）

日赤社資募金（香南市地区）に
　　　ご協力ありがとうございました

香

南

警

察

署

６
〜
８
月
は
、夏
期
に
お
け
る

水
難
事
故
防
止
期
間
で
す

疲
れ
・
眠
気
を
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
休
み
ま
し
ょ
う

「社会を明るくする運動」ならびに
「青少年の非行問題に取り組む運動」
 強調週間です！

　この運動は、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとす

る全国的な運動です。地域がひとつになって、ふれあいと

対話のある明るい社会を作りましょう。

★問い合わせ★　第60回社会を明るくする運動実施委員会
（市福祉事務所）　　５７-８５０９

７
月
は
…

音楽は友だち　0

わくわく

31日（土）

●出演　高知交響楽団

●問い合わせ　野市中央公民館　　56-1056

入場

無料

先着50名様にプレゼントあります♪

♪オーケストラの仕組みを知ろう

　

昨
年
よ
り
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が

使
用
開
始
と
な
り
、
４
月
か

ら
第
１
期
（
３
歳
〜
７
歳

６
カ
月
ま
で
に
合
計

３
回
接
種
）
の
接
種
を
勧

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
３
歳
に

す
る
初
回
接
種
を
積
極
的
に
勧

め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
健
康
対
策
課

■
問
い
合
わ
せ

　

南
国
年
金
事
務
所

　

０
８
８-

８
６
４-

１
１
１
１

　

市
役
所
市
民
保
険
課

　

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
ら

れ
な
い
時
は
免
除
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
免
除
制
度

　

保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に

困
難
で
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。
免
除
さ
れ
る
額
に
よ
り
、

受
け
取
る
年
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

（
２
分
の
１
〜
８
分
の
７
ま
で
）

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得

が
少
な
い
20
才
代
の
人
で
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
納
付
に
猶

予
が
で
き
、
保
険
料
の
後
払
い
が

で
き
る
制
度
で
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例
免
除

　

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度

ま
た
は
前
年
度
に
退
職
・
失
業
の

事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な

り
ま
す
。
申
請
時
に
雇
用
保
険
受

給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
請
お
よ
び
承
認
期
間

　

免
除
等
の
サ
イ
ク
ル
は
、
７
月

か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

　

申
請
日
に
関
わ
ら
ず
、
７
月
〜

翌
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象

に
審
査
し
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

７
月
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か
ら

申
請
を
し
て
も
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

の
受
給
資
格
要
件
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

　

免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
未
納
期
間
と
違

い
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

た
い
場
合
は
、
余
裕
が
で
き
た
と

き
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

※
３
年
度
以
上
前
の
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額

が
か
か
り
ま
す

　

20
歳
未
満
の
障
害
に
よ
る
障

害
基
礎
年
金
、
障
害
福
祉
年
金
か

ら
切
り
替
わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
、

母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら
切

り
替
わ
っ
た
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
７
月
が

現
況
届
の
提
出
月
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
況
届
は
、
引
き
続
き
年

金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
重
要

な
も
の
で
す
。

　

７
月
初
旬
に
、
南
国
年
金
事
務

所
か
ら
現
況
届
け
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
同
封
の
説
明
書
を
よ

く
お
読
み
の
う
え
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
７
月
31
日
ま
で
に
市

役
所
市
民
保
険
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
８
月
１
日
か
ら
父

子
家
庭
も
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

支
給
要
件
や
所
得
制
限
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

18
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
家
庭
で
、

父
母
が
婚
姻
を
解
消
、
ま
た
は
母

が
死
亡
も
し
く
は
障
害
を
も
つ

場
合

※
公
的
年
金
や
遺
族
補
償
を
受
給
し
て
い

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す

▼
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す

　

現
時
点
で
支
給
要
件
に
該
当

し
て
い
る
方
は
、
11
月
30
日
（
火
）

ま
で
に
申
請
す
る
と
８
月
分
か

ら
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
手
当
額

　

受
給
資
格
者
が
養
育
す
る
子

ど
も
の
数
や
、
本
人
所
得
お
よ
び

同
居
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
事
務
所

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ

親
が
、
自
由
に
気
軽
に
、
情
報
交

換
を
し
た
り
、育
児
体
験
や
悩
み
・

喜
び
を
語
り
合
う
場
で
す
。
平
成

17
年
２
月
の
設
立
以
来
、
毎
月
10

人
程
度
の
参
加
者
で
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
む
よ
り
、

誰
か
に
話
す
こ
と
で
心
が
軽
く

な
る
も
の
で
す
。「
ふ
ら
っ
と
」は
、

平
ら
で
垣
根
の
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

な
社
会
へ
の
思
い
を
こ
め
て
名

づ
け
ま
し
た
。
ふ
ら
っ
と
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
親

■
開
催
日
時
・
場
所

　

毎
月
第
２
火
曜
日　

10
時
〜

　

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

■
問
い
合
わ
せ　

代
表
・
金
子

　

０
９
０-

３
７
８
３-

６
３
２
６

　

市
の
地
域
水
田
農
業
推
進
協

議
会
が
、
毎
年
７
月
に
行
っ
て
い

る
作
付
の
現
地
確
認
を
、
本
年
度

は
８
月
中
旬
よ
り
行
い
ま
す
。
現

地
確
認
時
に
作
物
が
な
い
場
合
は
、

立
札
に
作
付
情
報
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
水
稲
共
済
に
加
入
し
て
い
る
水
稲
の
現

地
確
認
は
行
い
ま
せ
ん

　

立
札
の
発
送
は
８
月
に
入
っ

て
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
地
力
増
進
作
物
に
つ
い
て

　

現
地
確
認
の
た
め
に
た
た
き

込
み
を
遅
ら
せ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
地
確
認
実
施
前
に
た

た
き
込
む
場
合
は
立
札
で
確
認

し
ま
す
。

　

対
象
農
家
の
皆
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会

　
　

57-

７
５
３
５

■
問
い
合
わ
せ　

香
南
警
察
署

　
　

55
ー
０
１
１
０

　

〜
夏
休
み
、
少
年
非
行
・
犯
罪

か
ら
少
年
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜

　

夏
休
み
は
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
色
々
な
こ
と
が
経
験
で
き
る

機
会
で
あ
り
、
子
ど
も
の
自
主
性

を
伸
ば
し
自
立
を
促
す
の
に
と

て
も
良
い
期
間
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
開
放
感
か
ら
気
が
緩
み
、
夜

更
か
し
や
朝
寝
坊
な
ど
生
活
リ

ズ
ム
が
乱
れ
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
大
き
な
事
故
や
非
行
等
の

問
題
行
動
へ
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
誘
惑
に
流
さ

れ
な
い
た
め
に
も
今
一
度
、
ご
家

庭
に
お
い
て
門
限
や
携
帯
電
話

の
使
い
方
等
の
ル
ー
ル
づ
く
り

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

規
則
正
し
い
生
活
を

　
　
　
　

心
が
け
ま
し
ょ
う
!!

▼
起
床
・
就
寝
の
時
間
を
決
め
る
。

▼
三
食
き
ち
ん
と
食
事
を
と
る
。

▼
外
出
時
は
行
き
先
や
帰
宅
時

間
な
ど
を
確
認
す
る
。

　

（
香
南
警
察
署
内
・
香
南
地
区

地
域
安
全
協
議
会　

地
域
安
全

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

長
田
麻
紀
）

　

暑
い
季
節
に
心
配
さ
れ
る
の
は
、

過
労
運
転
や
居
眠
り
運
転
に
よ

る
重
大
事
故
の
発
生
で
す
。
特
に

高
齢
の
方
は
、
普
段
以
上
に
体
調

管
理
に
気
を
配
っ
て
、
無
理
の
な

い
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■
過
労
・
居
眠
り
運
転
の
防
止
策

▼
無
理
の
な
い
運
転
計
画
を
立
て
、

こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り
、
車
外
に

出
て
体
を
伸
ば
し
た
り
ス
ト
レ
ッ

チ
を
す
る
な
ど
、
運
転
中
に
使
わ

な
い
筋
肉
を
動
か
す
。

▼
窓
を
開
け
て
、
新
鮮
な
空
気
を

取
り
入
れ
る
。

▼
水
分
を
と
っ
た
り
、
ガ
ム
や
飴

な
ど
を
口
に
す
る
。

▼
エ
ア
コ
ン
の
温
度
は
27

〜
28
℃
を
目
安
に
、
下
げ

す
ぎ
な
い
。

　

同
乗
者
の
安
全
を
守
る

こ
と
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
責

任
で
す
。
運
転
時
の
自

分
の
体
調
を
考
え
、

時
間
と
気
持
ち
に
ゆ

と
り
を
持
っ
て
運
転

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
同
乗
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー

の
助
手
・
監
視
役
と
し
て
、積
極
的

に
安
全
運
転
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　

（
高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
﨑
由
美
）

　
　

同乗者の心遣い
で事故防止を!!
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